
１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 206 ふれあい交流館管理運営費

総合計画
めざすまちの姿 2 ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 担当部 健康福祉部

基本計画【施策】 ２－⑤母と子を大切にする 担当課 子育て支援課

関連予算科目
一般 会計 03 款 民生費 02 項 児童福祉費 01 目 児童福祉総務費

予算事業名 ふれあい交流館管理運営費 ふれあい交流館管理運営費

実施主体 市 実施方法 指定管理 対象 全市民

事業期間 開始年度 終了予定年度 ー

事業の目的

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題
年数経過に伴い、施設の修繕必要箇所が増加してきている。

 事業費（Ａ）
当初予算額 8,621 千円 8,210 千円 8,210 千円

決算（見込）額 8,892 千円 8,017 千円 千円

財源内訳
0 千円 0 千円 0 千円

一般財源 8,892 千円 8,017 千円 8,210 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 1,229 千円 1,742 千円 1,501 千円

人工（職員数の内訳） 0.17 人 0.24 人 0.20 人

10,121 千円 9,759 千円 9,711 千円

内容 単位

利用者数
人

目標 34,500 38,000 38,000

実績 37,353 34,783

達成度 108.3% 91.5%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成28年度 ★実施計画 個別評価シート（27年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

平成18年度

高齢者の生きがい対策、子育て支援、地域コミュニティ活動の拠点とし、地域の交流、世代間の交流を図る
。

施設の維持管理・運営等を指定管理

開館時間　午前9時～午後9時　土曜日休館
指定管理者　（特）湖西なろっぷスクール
委託期間　H23年4月1日～H28年3月31日

①会館日数　308日
②延べ利用人数　34,783人
③延べ利用団体数　1,819団体　

コ
ス
ト

平成26年度 平成27年度 平成28年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成26年度 平成27年度 平成28年度

地域コミュニテイ活動の拠点として自治会、高齢者ｸﾞﾙｰ
ﾌﾟ、子育て支援活動等に多くの市民の方に有効に利用さ
れている。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

地域コミュニテイ活動の拠点として自治会、高齢者ｸﾞﾙｰﾌﾟ、子育て支援活動等に多くの市民の方
が利用されていて、今後も引き続き必要な事業である。

必要性

有効性

効率性

優先性0

2

4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 207 子育て支援事業

総合計画
めざすまちの姿 2 ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 担当部 健康福祉部

基本計画【施策】 ２－⑤母と子を大切にする 担当課 子育て支援課

関連予算科目
一般 会計 03 款 民生費 02 項 児童福祉費 01 目 児童福祉総務費

予算事業名 子育て支援事業費 子育て支援事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 特定の市民

事業期間 開始年度 終了予定年度 ー

事業の目的

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題
単独システムを使用していることによるデータ連携ミスや対象者判定のミスを防ぐ。

 事業費（Ａ）
当初予算額 149,376 千円 153,705 千円 144,806 千円

決算（見込）額 132,237 千円 133,735 千円 千円

財源内訳
0 千円 0 千円 0 千円

一般財源 132,237 千円 133,735 千円 144,806 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 9,683 千円 6,804 千円 7,950 千円

人工（職員数の内訳） 1.31 人 0.92 人 1.07 人

141,920 千円 140,539 千円 152,756 千円

内容 単位

延受給者数
人

目標 6,600 6,600 6,300

実績 6,558 6,600

達成度 99.4% 100.0%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成28年度 ★実施計画 個別評価シート（27年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

①3歳に満たない児童を含む2名以上の児童の保護者
②保育所、幼稚園に就園している児童の保護者

平成17年度

小学校就学前の児童の保護者に対し、子育てに係る経済的負担その他の軽減を図り、次代の社会を担う児童
の育成に資する。

①子育て支援手当支給事業
　継続して１年を超えて住所を有し、３歳に満たない児童を含む２名以上の児童と同居の保護者に支給
②保育園・幼稚園就園助成金支給事業
　継続して１年を超えて住所を有し、保育所又は幼稚園に就園している児童と同居の保護者に保育料の
25%を助成

①子育て支援手当支給事業　　延受給数　2,521人　　
②保育園・幼稚園就園助成金支給事業
　　保育園就園助成金　　　延受給数　1,852人　　
　　幼稚園就園助成金　　　延受給数　2,264人　　

コ
ス
ト

平成26年度 平成27年度 平成28年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成26年度 平成27年度 平成28年度

子育てに係る世帯の経済的負担の軽減を図る事業である
。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

平成17年度より市独自の施策として、子育てに係る経済的負担の軽減を図るため施行され約10
年経過し、住民に広く認知された事業ではある。

必要性

有効性

効率性

優先性0
2
4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 208 子育て支援センター維持管理事業

総合計画
めざすまちの姿 2 ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 担当部 健康福祉部

基本計画【施策】 ２－⑤母と子を大切にする 担当課 子育て支援課

関連予算科目
一般 会計 03 款 民生費 02 項 児童福祉費 01 目 児童福祉総務費

予算事業名 子育て支援センター維持管理事業費 子育て支援センター維持管理事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 特定の市民 施設利用者

事業期間 開始年度 終了予定年度 ー

事業の目的
子育て支援センターの維持管理を適正に行い、利用者が安全でより利用しやすい環境づくりを目指す。

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題

 事業費（Ａ）
当初予算額 8,016 千円 8,027 千円 36,473 千円

決算（見込）額 7,727 千円 7,056 千円 千円

財源内訳
0 千円 0 千円 13,000 千円

一般財源 7,727 千円 7,056 千円 23,473 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 1,726 千円 1,742 千円 1,865 千円

人工（職員数の内訳） 0.23 人 0.24 人 0.25 人

9,453 千円 8,798 千円 38,338 千円

内容 単位

施設内での事故の件数
件

目標 0 0 0

実績 0 0

達成度 100.0% 100.0%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成28年度 ★実施計画 個別評価シート（27年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

平成22年度

①子育て支援センターの良好な環境を維持するため、施設・機器等の適正な維持管理
②入館者の安全確保のため、施設不良個所・危険個所等の把握と対応
　
　

①施設・機器等の維持管理委託
・空調設備保守点検　・消防設備保守点検　・自動ドア保守点検　・害虫駆除　・電気設備保守点検　・日
常清掃業務　・警備保障
②入館者の安全確保のため、施設不良個所・危険個所等の把握と対応
　毎日の施設内及び施設周辺の点検見回りの実施
　

施設が老朽化しているため、随時の修繕等が必要となっている。
１、２階ごとの集中管理となっている冷暖房設備を平成28年度中に各室対応に切り替え予定。

コ
ス
ト

平成26年度 平成27年度 平成28年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成26年度 平成27年度 平成28年度

子育て支援活動の拠点施設設を来館者が安全に利用でき
るように維持管理を実施している。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

子育て支援活動の拠点施設であり、今後も引き続き維持管理が必要である。
施設竣工は1986年のため設備機器等が老朽化している。今後は維持・修繕等が多くなるため経
費は増大する可能性がある。

必要性

有効性

効率性

優先性0
2
4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 210 ファミリー・サポート・センター運営事業

総合計画
めざすまちの姿 2 ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 担当部 健康福祉部

基本計画【施策】 ２－⑤母と子を大切にする 担当課 子育て支援課

関連予算科目
一般 会計 03 款 民生費 02 項 児童福祉費 01 目 児童福祉総務費

予算事業名 子育て支援センター運営事業費 ファミリー・サポート・センター運営事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 特定の市民 湖西市ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ会員登録者

事業期間 開始年度 終了予定年度 ー

事業の目的
仕事と育児を両立して、安心して仕事や子育てが出来る環境をづくりをする。

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題
提供会員の登録はされているが、実際に受託していただける人は限られている。

 事業費（Ａ）
当初予算額 4,493 千円 4,592 千円 4,599 千円

決算（見込）額 4,430 千円 4,976 千円 千円

財源内訳
1,866 千円 1,866 千円 1,866 千円

一般財源 2,565 千円 3,110 千円 2,733 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 2,487 千円 2,531 千円 2,840 千円

人工（職員数の内訳） 0.34 人 0.34 人 0.38 人

6,917 千円 7,507 千円 7,439 千円

内容 単位

依頼件数
件

目標 1,300 2,600 1,500

実績 2,570 1,437

達成度 197.7% 55.3%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成28年度 ★実施計画 個別評価シート（27年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

平成11年度

・多様化する保育ニーズを踏まえ、地域において子育て家庭をサポートするため、育児の援助を受けたい人
と、援助を行いたい人の調整、受け渡し的業務を行う。
・会員の募集、登録、相互援助活動の調整、会員の講習会・交流会の開催、広報活動の実施。

・会員数　
　　依頼会員　406人
　　提供会員　　47人
　　依頼・提供会員　9人　　　　計462人
・活動状況
　　累計件数　1,437件
　　活動時間　2,208時間

コ
ス
ト

平成26年度 平成27年度 平成28年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成26年度 平成27年度 平成28年度

事業実施により、子育て家庭の保護者の負担軽減に役立
っている。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

活動休止中の登録会員の掘り起こしに努める。
子育て家庭の保護者の負担軽減のためにもファミリー・サポート・センター事業は今後も必要で
ある。

必要性

有効性

効率性

優先性0
2
4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 211 放課後児童健全育成事業

総合計画
めざすまちの姿 2 ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 担当部 健康福祉部

基本計画【施策】 ２－⑤母と子を大切にする 担当課 子育て支援課

関連予算科目
一般 会計 03 款 民生費 02 項 児童福祉費 01 目 児童福祉総務費

予算事業名 子育て支援センター運営事業費 放課後児童健全育成事業

実施主体 市 実施方法 一部又は全部委託 対象 特定の市民 小学生低学年児童

事業期間 開始年度 終了予定年度 ー

事業の目的

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題

 事業費（Ａ）
当初予算額 21,267 千円 29,805 千円 25,426 千円

決算（見込）額 20,764 千円 22,895 千円 千円

財源内訳
11,939 千円 15,407 千円 15,676 千円

一般財源 8,825 千円 7,488 千円 9,750 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 3,086 千円 1,601 千円 1,662 千円

人工（職員数の内訳） 0.42 人 0.22 人 0.23 人

23,850 千円 24,496 千円 27,088 千円

内容 単位

延児童数
人

目標 61,000 64,000 66,000

実績 63,082 65,534

達成度 103.4% 102.4%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成28年度 ★実施計画 個別評価シート（27年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

平成12年度

昼間保護者が家庭にいない小学校の低学年児童に対して、放課後等に遊びや生活の場を与えて児童の健全な
育成を図る。

・子育て支援事業として、昼間保護者等のいない小学校低学年児童を、小学校の空き教室等を利用し保育を
委託により実施。
・開催場所　鷲津小（ふれあい交流館）、白須賀小、東小、岡崎小、知波田小、新居小（あらいっこたまゆ
らの家）、なろっぷスクール、岡崎保育園

・クラブ別実績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開設日数・登録児童数　
なろっぷ児童クラブあせかくこ　　　　303日・63名
岡崎保育園児童クラブ　　　　　　　　 253日・67名
あらいっこ たまゆらの家　　　　　　　 257日・69名
岡崎小放課後児童クラブ　　　　　　　241日・60名
鷲津小放課後児童クラブ　　　　　　　252日・41名
白須賀小放課後児童クラブ　　　　　 237日・26名
知波田小放課後児童クラブ　　　　　 231日・16名
東小放課後児童クラブ　　　　　　　　 239日・33名

・平成31年度から大規模クラブの分割が必要となるため、それに対応する施設及びクラブ職員等の検討が必要となる。
・育成会は団体基盤が弱く事務処理ができない。

コ
ス
ト

平成26年度 平成27年度 平成28年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成26年度 平成27年度 平成28年度

事業実施により、留守家庭児童の健全育成と、保護者の
不安軽減が図られる。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

放課後児童に適切な遊びの場や生活の場を提供し、児童の健全育成を図る上で必要な事業である
。

必要性

有効性

効率性

優先性0
2
4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 213 「０１２３」にこにこ子育て支援事業

総合計画
めざすまちの姿 2 ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 担当部 健康福祉部

基本計画【施策】 ２－⑤母と子を大切にする 担当課 子育て支援課

関連予算科目
一般 会計 03 款 民生費 02 項 児童福祉費 01 目 児童福祉総務費

予算事業名 子育て支援センター運営事業費 「０１２３」にこにこ子育て支援事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 特定の市民

事業期間 開始年度 終了予定年度 ー

事業の目的
親子で集い、遊び、親子同士の交流の中で、育児不安の解消と仲間づくりを図る。

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題 継続しての参加者が多く、新規の方が少ない。

 事業費（Ａ）
当初予算額 3,656 千円 3,693 千円 3,701 千円

決算（見込）額 3,561 千円 3,359 千円 千円

財源内訳
2,225 千円 0 千円 2,648 千円

一般財源 1,336 千円 3,359 千円 1,053 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 2,487 千円 3,038 千円 3,407 千円

人工（職員数の内訳） 0.34 人 0.41 人 0.46 人

6,048 千円 6,397 千円 7,108 千円

内容 単位

延利用者数
人

目標 8,000 8,300 8,000

実績 8,204 7,947

達成度 102.6% 95.7%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成28年度 ★実施計画 個別評価シート（27年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

0～3歳児親子

平成14年度

①子育て親子の交流、集いの場の提供
②子育てに関する相談、援助の実施。
③地域の子育て関連情報の提供
　にこにこ広場　市内5会場を保育士が巡回
対象者　0歳から3歳児と母親　
開催時間　9：30～11：30

開催回数315回　
会場別参加人員
西部公民館　　　　　　　　親1,762人・ 子1,948人
はつらつセンター           親  204人・ 子　233人
南部構造改善センター 　親　249人・ 子　339人
ふれあい交流館　　　      親1,303人・ 子1,503人
北部多目的センター　　　親  190人・ 子　216人
　　　　　　　　　　 合計　　親3,708人、子4,239人、計 7,947人

コ
ス
ト

平成26年度 平成27年度 平成28年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成26年度 平成27年度 平成28年度

地域で広場を開設することにより、親子でのふれあいや
、親子同士の交流となり健全育成が図られている。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

身近な地域での子育て親子の交流や、児童に遊びの場を提供をすることにより、母子の健全育成
を図るため今後も必要な事業である。

必要性

有効性

効率性

優先性0
2
4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 214 のびのび預かり事業

総合計画
めざすまちの姿 2 ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 担当部 健康福祉部

基本計画【施策】 ２－⑤母と子を大切にする 担当課 子育て支援課

関連予算科目
一般 会計 03 款 民生費 02 項 児童福祉費 01 目 児童福祉総務費

予算事業名 子育て支援センター運営事業費 のびのび預かり事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 特定の市民

事業期間 開始年度 終了予定年度 ー

事業の目的

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題
午前に比べ午後の利用者が少ない。

 事業費（Ａ）
当初予算額 2,760 千円 2,789 千円 2,795 千円

決算（見込）額 2,688 千円 2,618 千円 千円

財源内訳
838 千円 2,121 千円 1,918 千円

一般財源 1,850 千円 497 千円 877 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 1,990 千円 1,519 千円 1,704 千円

人工（職員数の内訳） 0.27 人 0.20 人 0.23 人

4,678 千円 4,137 千円 4,499 千円

内容 単位

延利用者数
人

目標 1,300 1,200 1,600

実績 1,073 1,503

達成度 82.5% 125.3%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成28年度 ★実施計画 個別評価シート（27年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

2歳～就学前の児童

平成17年度

通院、買い物、参加会、リフレッシュ等の時間が作れない母親の育児を手助けするため2歳から就学前児童
を一時的に預かり保育を行う。

保育士により2歳から就学前の児童を対象として一時預かり保育を行う。
・開設日等　
　毎週水、木、金曜日　9:00～12：00　
　　　　　　　　木曜日13：00～16：00
・場所　子育て支援ｾﾝﾀｰ、健康福祉ｾﾝﾀｰ
・定員　各12人

・開催日数　203日
・年間利用者数　1,503人

コ
ス
ト

平成26年度 平成27年度 平成28年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成26年度 平成27年度 平成28年度

一時預かりを実施することにより、常に子どもと一緒に
いる保護者の育児疲れの解消が図られている。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

一時預かりで母親等の育児の手助けをすることにより、育児疲れを少しでも解消するため今後も
必要な事業である。

必要性

有効性

効率性

優先性0

2

4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 217 児童手当支給事業費

総合計画
めざすまちの姿 2 ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 担当部 健康福祉部

基本計画【施策】 ２－⑤母と子を大切にする 担当課 子育て支援課

関連予算科目
一般 会計 03 款 民生費 02 項 児童福祉費 01 目 児童福祉総務費

予算事業名 児童手当支給事業費 児童手当支給事業費

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 特定の市民 中学校修了までの児童の保護者

事業期間 開始年度 終了予定年度 ー

事業の目的

事業の概要
中学校修了までの子どもを養育している者に手当を支給

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題
対象者への制度の周知。

 事業費（Ａ）
当初予算額 1,116,522 千円 1,109,375 千円 1,097,196 千円

決算（見込）額 1,091,309 千円 1,069,092 千円 千円

財源内訳
924,883 千円 906,165 千円 929,357 千円

一般財源 166,426 千円 162,927 千円 167,839 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 10,444 千円 7,593 千円 9,085 千円

人工（職員数の内訳） 1.41 人 1.02 人 1.23 人

1,101,753 千円 1,076,685 千円 1,106,281 千円

内容 単位

総児童数
人

目標 101,000 100,710 100,250

実績 99,106 97,429

達成度 98.1% 96.7%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

次世代の社会を担う子ども一人ひとりの育ちを社会全体で支援するため必要である。

　　平成28年度 ★実施計画 個別評価シート（27年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

平成24年度 

中学校修了までの子どもを養育している者に手当を支給することにより、次代の社会を担う子どもの健やか
な育ちを支援する。

延児童数　97,429人

コ
ス
ト

平成26年度 平成27年度 平成28年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成26年度 平成27年度 平成28年度

中学修了までの子どもに対し、健やかな育ちを支援する
。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

必要性

有効性

効率性

優先性0
2
4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 219 こども医療費助成事業

総合計画
めざすまちの姿 2 ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 担当部 健康福祉部

基本計画【施策】 ２－⑤母と子を大切にする 担当課 子育て支援課

関連予算科目
一般 会計 03 款 民生費 02 項 児童福祉費 02 目 母子福祉費

予算事業名 こども医療給付費 こども医療費助成事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 特定の市民 中学校修了までのこどもの保護者

事業期間 開始年度 終了予定年度 ー

事業の目的

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題

 事業費（Ａ）
当初予算額 238,053 千円 235,376 千円 234,905 千円

決算（見込）額 214,135 千円 209,359 千円 千円

財源内訳
58,183 千円 50,716 千円 59,782 千円

一般財源 155,952 千円 158,643 千円 175,123 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 7,957 千円 11,136 千円 9,085 千円

人工（職員数の内訳） 1.08 人 1.50 人 1.23 人

222,092 千円 220,495 千円 243,990 千円

内容 単位

給付件数
件

目標 106,000 107,000 107,000

実績 106,960 106,553

達成度 100.9% 99.6%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

子育てに係る世帯の経済的負担の軽減となる。

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

こどもの疾病の早期発見と適正な治療を受けさせるために必要である。

　　平成28年度 ★実施計画 個別評価シート（27年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

昭和49年度

保護者の経済的負担の軽減を図るとともに、子どもの疾病の早期発見と適正な治療を受けさせることを促進
し、もってその健全な育成に寄与することを目指す。

０歳から中学校修了までの、通院・入院等の保険診療分の医療費を助成
＜０歳から小学校就学前＞
　原則自己負担なし。
＜小学生・中学生＞
　通院：月４回まで１回500円の自己負担(５回目以降自己負担なし）
　入院：原則１日500円の自己負担（日数上限なし）

・乳幼児　給付件数　入院　    427件
　　　　　　　　　　通院　52,661件
・児　童   給付件数　入院　    140件
　　　　　　　　　　通院　53,325件

・対象者への制度内容の周知。
・適正受診の促進

コ
ス
ト

平成26年度 平成27年度 平成28年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成26年度 平成27年度 平成28年度

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

必要性

有効性

効率性

優先性0
2
4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 221 児童扶養手当給付事業

総合計画
めざすまちの姿 2 ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 担当部 健康福祉部

基本計画【施策】 ２－⑤母と子を大切にする 担当課 子育て支援課

関連予算科目
一般 会計 03 款 民生費 02 項 児童福祉費 02 目 母子福祉費

予算事業名 母子家庭等自立支援事業費 児童扶養手当給付事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 特定の市民

事業期間 開始年度 終了予定年度 ー

事業の目的

母子（父子）家庭等の生活安定と自立を支援する。

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題

生計関係等の実態把握の徹底。

 事業費（Ａ）
当初予算額 141,776 千円 144,164 千円 147,206 千円

決算（見込）額 141,938 千円 144,572 千円 千円

財源内訳
47,324 千円 47,942 千円 49,068 千円

一般財源 95,099 千円 96,630 千円 98,138 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 9,947 千円 6,075 千円 6,246 千円

人工（職員数の内訳） 1.35 人 0.82 人 0.84 人

151,885 千円 150,647 千円 153,452 千円

内容 単位

受給者数
人

目標 340 350 345

実績 346 341

達成度 101.8% 97.4%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

母子（父子）家庭等の経済的負担軽減となる。

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

母子（父子）家庭等の経済的安定と自立支援のための事業である。

　　平成28年度 ★実施計画 個別評価シート（27年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

18歳に達するまでの児童を監護している者

昭和37年度

児童の福祉の増進を図るため、ひとり親家庭等の生活の安定と自立の促進に寄与するために、当該児童を養
育する者に支給

受給者　341人

コ
ス
ト

平成26年度 平成27年度 平成28年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成26年度 平成27年度 平成28年度

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

必要性

有効性

効率性

優先性0

2

4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 228 村田光雄奨学金支給事業

総合計画
めざすまちの姿 2 ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 担当部 健康福祉部

基本計画【施策】 ２－⑤母と子を大切にする 担当課 子育て支援課

関連予算科目
一般 会計 03 款 民生費 02 項 児童福祉費 02 目 母子福祉費

予算事業名 村田光雄奨学金支給事業費 村田光雄奨学金支給事業

実施主体 市 実施方法 市が直接実施・運営 対象 特定の市民 高等学校に在学している母子家庭

事業期間 開始年度 終了予定年度 ー

事業の目的
母子家庭の経済的軽減や福祉の向上を図る。

事業の概要
故村田光雄さんの寄付により、高等学校などに在学している母子家庭の児童の母親に対する奨学事業を実施

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題

対象者の把握と申請漏れを防ぐ。

 事業費（Ａ）
当初予算額 3,000 千円 3,000 千円 3,000 千円

決算（見込）額 2,055 千円 1,920 千円 千円

財源内訳
2,055 千円 1,920 千円 3,000 千円

一般財源 0 千円 0 千円 0 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 1,858 千円 1,884 千円 1,704 千円

人工（職員数の内訳） 0.25 人 0.25 人 0.23 人

3,913 千円 3,804 千円 4,704 千円

内容 単位

支給件数
件

目標 50 50 50

実績 40 41

達成度 80.0% 82.0%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

母子家庭の経済的負担軽減となる。

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

高等学校などに在学している母子家庭の経済的軽減や福祉の向上を図るために必要である。

　　平成28年度 ★実施計画 個別評価シート（27年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

平成22年度

支給状況　37世帯　　対象児童数　41人

コ
ス
ト

平成26年度 平成27年度 平成28年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成26年度 平成27年度 平成28年度

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

必要性

有効性

効率性

優先性0

2

4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 235 多様な保育事業

総合計画
めざすまちの姿 2 ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 担当部 教育委員会事務局

基本計画【施策】 ２－⑤母と子を大切にする 担当課 幼児教育課

関連予算科目
一般 会計 03 款 民生費 02 項 児童福祉費 03 目 保育所費

予算事業名 民間保育所助成事業費 多様な保育事業

実施主体 市 実施方法 その他 対象 特定の市民 民間保育所利用者

事業期間 開始年度 終了予定年度 ー

事業の目的

乳幼児の保育を行う民間保育園の保育士の処遇改善及び入所児童の福祉の増進を図る。

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題

保育士の処遇改善及び入所児の福祉増進のための財源確保

 事業費（Ａ）
当初予算額 31,421 千円 33,756 千円 34,521 千円

決算（見込）額 31,106 千円 33,643 千円 千円

財源内訳
15,553 千円 16,822 千円 17,260 千円

一般財源 15,553 千円 16,821 千円 17,261 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 1,183 千円 1,210 千円 1,210 千円

人工（職員数の内訳） 0.16 人 0.16 人 0.16 人

32,289 千円 34,853 千円 35,731 千円

内容 単位

乳幼児保育事業の実施園数
園

目標 5 5 5

実績 5 5

達成度 100.0% 100.0%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

多様なニーズに対応した保育を行う民間保育園に対して、実績に応じた補助金を交付する。

　　平成28年度 ★実施計画 個別評価シート（27年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

平成13年度 

県が行う多様な保育推進事業の内、乳幼児保育事業（３歳未満児が年間72人以上入所）を行う民間保育園
に保育に要した実支出額の補助を行う。

乳幼児保育事業（微笑・なぎさ・岡崎・真愛・しらゆりこども園）

コ
ス
ト

平成26年度 平成27年度 平成28年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成26年度 平成27年度 平成28年度

多様な保育ニーズに対応し、概ね目的を達成している。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

必要性

有効性

効率性

優先性0
2
4



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 236 保育対策事業

総合計画
めざすまちの姿 2 ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 担当部 教育委員会事務局

基本計画【施策】 ２－⑤母と子を大切にする 担当課 幼児教育課

関連予算科目
一般 会計 03 款 民生費 02 項 児童福祉費 03 目 保育所費

予算事業名 民間保育所助成事業費 保育対策事業

実施主体 市 実施方法 その他 対象 特定の市民 民間保育所利用者

事業期間 開始年度 平成２年度 終了予定年度 ー

事業の目的

下記の保育事業を行う民間保育園の保育士の処遇改善及び入所児童の福祉の増進を図る。

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題 保育士の処遇改善及び入所児の福祉増進のための財源確保

 事業費（Ａ）
当初予算額 45,636 千円 51,234 千円 25,389 千円

決算（見込）額 52,501 千円 16,361 千円 千円

財源内訳
37,427 千円 12,231 千円 13,577 千円

一般財源 37,427 千円 4,130 千円 11,812 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 2,365 千円 2,419 千円 1,814 千円

人工（職員数の内訳） 0.32 人 0.33 人 0.25 人

54,866 千円 18,780 千円 27,203 千円

内容 単位

園
目標 5 5 5

実績 5 5

達成度 100.0% 100.0%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

多様なニーズに対応した保育を行う民間保育園に対して、実績に応じた補助金を交付する。

　　平成28年度 ★実施計画 個別評価シート（27年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

保育対策事業の内、延長保育、一時預かり、病児保育、０歳児入所サポート事業、保育体制強化、保育環境
改善等事業、地域活動事業等の事業を行う民間保育園に国・県の基準により実支出額の補助を行う。

①延長保育事業（微笑・なぎさ・岡崎・真愛・しらゆりこども園）
②一時預り事業（微笑・なぎさ・岡崎・しらゆりこども園）
③病児保育事業（微笑）
④０歳児入所サポート事業（微笑・なぎさ・岡崎・真愛・しらゆりこども園）
⑤保育体制強化事業（しらゆり）
⑥地域活動事業（微笑・なぎさ・岡崎・しらゆりこども園）

コ
ス
ト

平成26年度 平成27年度 平成28年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成26年度 平成27年度 平成28年度

延長保育事業実施園数
0歳児入所サポート事業実施園数

多様な保育ニーズに対応し、概ね目的を達成している。

今
後
の
方
向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

必要性

有効性

効率性

優先性0
2
4
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